
太陽光発電の促進

横浜あおば脱炭素しみんの会

「太陽光発電促進チーム」 チームリーダー

佐藤一子



田園都市青葉・気候市民会議の市民提案から

●住まいでの創エネ、再エネ化が進んでいるまち、住宅への太陽光発電の設置（5項目）

市民 • 市民は自宅に太陽光発電を設置する．その際初期投資ゼロ円のしくみの活用を検討する。

• 市民はリフーム・改修時に耐震診断改修と同時に太陽光発電の設置を進める。

• 市民は、ソーラー充電式の機器(門灯、庭園灯など)の導入を進める。

・購入電力の再エネへの切り替え(1項目)

企業・団
体等は

・区内の自社施設に太陽光発電・蓄電池を設置する。エネルギー多消費事業者は太陽
光発電設置や購入電力を再エネ100%に切り替え、施設に再エネ割合を表示する。
・事業者・行政は再開発に伴う公共建物の建設を脱炭素に向けてモデルケースとする。

市 • 行政は公共施設の再エネ100%を達成し、必要なら蓄電池も設置する。

• 国は、病院・高齢者施設等の床面積あたりエネルギー消費が大きい施設から優先的

に太陽光発電・蓄電池の設置を進める政策を強化する。

• 市は説明会の開催を通じて、自治会の再エネや蓄電池の導入を促進する。

市民や地
域団体は

• 市民や地域団体は、公共施設学校などへの市民太陽光発電所(プラス蓄電池)の建設

に賛同し、出資する。



横浜市の重点取組

市民の脱炭素化への支援強化

• 取組１：EVの普及拡大

• 取組２：省エネ・再エネ住宅の推進

• 取組３：自治会町内会館の脱炭素化支援

• 取組４：プラスチックごみの分別・リサイクル拡大

• 取組５：エコハマ第２弾



1. 資金の捻出が難しい
2. オーナーの理解・協力が必要
3. 取組を推進する人材がいない 47%
4. 日当たりが悪いなど十分な発電量が見込めないため 15・2 % 
5. 維持管理に不安がある 17・4

6 初期投資費用が高いため 69・6%

1. 平成5年ー設置予定あり 51件 46・4
2. 設置予定なし 46件 41・8

太陽光発電を設置しない理由



太陽光発電機器の設置は
１８区中 第１位



導入可能性調査の結果



取組の方向性と事業提案



神奈川県のゼロ円ソーラーへの取組

「太陽光発電の普及促進チーム」は、神奈川県施策「ゼロ円ソー

ラー」を青葉区において強力に展開することを重点の一つにおきま

す。

県施策「ゼロ円ソーラー」・・・本日のシンポジウムの後半に神奈川

県からご説明を頂きます。

ゼロ円ソーラーに取り組む9社にアンケートを実施

2月の学習会にて発表する予定です。



学習会のご案内

1．日時 2月22日（土） 13：30～16：00

2．場所 スプラス青葉台（ＳPＲＡS青葉台）

3．進行

13：30 開会 参加者紹介

13：40 青葉区の調査から 太陽光発電普及促進チームリーダー佐藤一子

事業者によるによるレクチャー 「初期費用ゼロ円の可能性」

講師(下記交渉中)

太陽光発電PPAの取組 ソーラーフロンティア㈱

東京電力エナジーパートナー㈱

設置事業者として 日天㈱ 港北区

太陽熱の取組 テクノ矢崎サービス ㈱ 港北区

１５：３０ 意見交換



学習会にご参加ください！

また、太陽光普及促進の活動チームに参加されませんか。

◆参加希望者は次にご連絡ください。

※一般社団法人 環境政策対話研究所

担当：奥田044-387-0116

215-0021 川崎市麻生区上麻生3-11-10エスケーハイツ103

※横浜市地球温暖化対策推進協議会

担当:佐藤一子 青葉区在住 090-1206-6370

横浜市青葉区青葉台 スプラス青葉台（ＳPＲＡS青葉台）内




